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新入生を迎えて

医学科 の新 人生 を迎えて
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久保 良彦
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第47回 北海道地 区大学体 育大会成績表
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新入生を迎えて

学 長 久 保 良 彦

本 日ここに集われた医学科第1学 年95名 、看護学科

第1学 年60名 同じく看護学科第3学 年編入者10名 の皆

さん、ご人学おめでとうございます。希望に燃え医学あ

るいは看護学の道に進まれる皆さんを私共本学教職員は

双手を挙げて歓迎いたします。

同時に、今日まで このように立派に育んで来 られた、

ご父母の皆様のお喜びはいかばか りか とお察 しいたし、

そのご苦労に深 く敬意を表すると共に、心からのお祝い

を申し上げます。

また黒田元学長、清水前学長は じめご来賓の皆様のご

臨席に厚く御礼申し上げます。

21世 紀が目前に迫っておりますが、みなさんが担わ

れる新しい世紀の医学 ・医療について「、三申し上げた

いと思います。

先ず、すでに始まってお ります円を見張るばかりの情

報通信技術の革新であります。lll:界が社会的に縮小する

こと、いいかえると人 ・もの ・情報が国境を越えて活発

に動 くことを意味するいわゆるグローバリゼーションの

進行は、インターネットというような新しい媒体を介して、

瞬時に世界中どこにでもアクセス出来る技術の進歩によ

りもた らされていることはいうまでもありません。

その結果、 これまで比較的閉鎖的で、 しば しば独特な制

度やや り力を採用してきた口本の社会が、世界的な交流

や競争に組み込 まれ、世界で通用する基準で判断される

ということであります。

医学 ・医療においてこのことは、例えば各大学か ら研

究者個人個人に至るまで、国内はもとより国際的な規模

でその知的貢献度が比較され、問われることを意味します。

さらに、医療従事者ばかりでなく、患者を含めたすべ

ての国民の間、あるいは国際間で情報ヘアクセスする隔

た りが無くなってしまうことになりますので、診療する

側も受ける側も根拠 となるデータベースにいつでもアク

セスできることにな ります。それは、医療行為の理由や

そのレベルが公開の場で問われるということです。

つまり、情報通信技術はその発達で人がまとっている、

いろいろな副飾物を剥ぎ取り裸にしかねない力を持つこ

とにな り、 これからますます個人の能力が重要性を増す

時代を創 り出すといえます。

次の1":紀は生命科学の時代 といわれるほど、現在の生

命科学の研究は牛き牛きと活動しており、とくに医学で

は遺伝子治療に大きな期待が寄せ られてお ります。この

ような遺伝了レベルの研究は、病気に対する理解を深め、

新しい治療法の開発に役立つ一方、その病気を持つ患者

がいかに様々であるかということも、明らかにしてくれ

ることになると思います。

医学は不確実性の科学といわれてきました。 この不確

実性は主として、患者すなわち人間の持つ多様性による

ものと考えられますが、遺伝rレ ベルの研究は人間の持

つこのような多様性、あるいは複雑性を少しずつ解きほ

ぐし、医学の不確実性を改善してくれるという希望を抱

かせるものです。

しかし、現実の診療では患者の個体差への対応は、な

お医学知識や技術を基盤に先人や自分自身の経験の積み

重ねによらざるをえず、一人一人の患者に応 じた全人的

な病気に対 してでなく、知 ・情 ・意を具えた一人の人間

として治療を行 うことが必須となっているのです。 こら

か ら医学 ・看護学を学ぶみなさんは基本となる知識 ・技

術の学習はもちろんですが、同時に人間理解への努力、

人間の精神的 ・身体的な多様性を是非学んでいただきた

いと思います。

最後に、本学のカリキュラムについて触れたいと思い

ます。

本学の医学科では昨年度、皆さんの一年先輩から、看

護学科では今年度入学の皆さんから、新しいカリキュラ

ムで医学および看護学を学んでいただく運びとなりました。

それは、近年の医学 ・医療の口覚ましい進歩 ・発展や、

激 しいばか りの医療技術の革新に伴う桁外の情報量の増

大とそのスピー ドに対処するよう1二夫されたカリキュラ

ムであります。多くを教え学ばせるという従来の教授法

に比べ、学生が主体的に自ら学ぷ、いいかえると自分で

課題を見出 し自分でそれを解決する力を身につけさせる

力向が、よ り良い医学教育法であるとする近年の医学教

育学の研究や実践に基づいております。

このようなカリキュラムは国内ではまだ ・般的になっ

てお らず、ほぼ20年 先行 している米国の大学でも、な

お年々改良の丁が加えられているという、決して完成し

た方式ではありません。むしろ、今後 も社会の動きに対

応し、気付かれた問題点に手を加え改良して行かなけれ

ばならないものなのです。このカリキュラムの効果をよ

り高めるためには、皆さんそれぞれが良い医師 ・看護職

者になるという明確な自覚をもち、ひたむきに努力をす

ることが欠かせない要件 とな ります。

新しい世紀の医療を担われる皆さんの本学における心
　 ロ 　 　

と知識と技能の研鐙を期待 し式辞といた します。

(平成12年4月7口 平成12年 度人学式 学長式辞)
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医学科の新入生を迎えて

医学科第1学 年担当 林 要喜知

新入生の皆さん、入学おめで とうございます。

晴れ晴れ しい気持ちで医学生としてスター トをき

られたことと存じます。今後2年 間、私は学年担

当として皆さんと接する機会が多くなると思います。

先ずは、私の研究生活で得た経験の一部をご紹介

することで、皆さんへの御挨拶とさせて頂きます。

もう10年 以上も前にな りますが、私は、ペンシ

ルバニア大学医学部及びイ リノイ大学生命科学部

に於いて、Horwizt,A.F.教 授のもとで細胞生物

学の分野で研究する機会 を得ました。皆 さんも御

存知のように、私達の身体は何十兆個という細胞

からできておりますが、その構成をみると、働き

が似た細胞がまとまって集団(組 織)を 形成し、

いくつかの組織が組み合わされることで、身体の様々

な部分である器官ができています。これ らの器官

が正常な形態を保ったり、うまく機能するためには、

最小単位である細胞が、隣接する細胞や細胞周囲

のマ トリクスと適切に接着することが不可欠です。

当時の私の研究テーマは、細胞接着に必要な分

子の 一一種であるインテグリンという膜蛋 白質がど

のように働 くのか、そのためには、その分子内の

どの領域が必要なのかを調べることで した。毎 日

毎日、インテグリン遺伝子の塩基配列を変化させ、

それ ら改変遺伝子を細胞 に取 り込ませる実験を行

いました。実験前には、分子構造と細胞接着能の

相関を予測 して十分に議論 したつもりで したが、

やってみるとなかなか期待 した結果が得 られませ

んでした。欝々とした気分で実験する日が2年 以

上も続 くと、さすがに、焦 りや苛立ちを感 じざる

を得ませんでした。 しかしなが ら、そんな時、な

んとか細胞接着能を失った改変遺伝子を見つける

ことができ、大いに興奮しました。内心、 「これ

で論文が書ける」という安堵感 と共に、今度は早

く実験をまとめたいという焦 りがでてきました。

ところが、指導教授は、 「この結果がインテグリ

ンの機能に重要な部分を壊した為にお こった こと

なのか、あるいは、遺伝子のどの部位でも改変さ

れるとみ られる非特異的な影響なのかを決めるこ

とが、先決問題だ」と主張しました。そのためには、

さらに、小さな遺伝子変異を多数作製 し、どちら

の可能性が正 しいかを調べなければな らず、 これは、

まさ しく、definitiveexperimentで あ り、短 く

見積 もって も数カ月の期間が必要で した。

焦燥 感で 一杯だ った私 は、簡単 に追加 や補足が

で きる実験 プ ランを幾つ か携 え、 再度、 教授 の意

見 を求 め ま した。 しか し、 彼は、 やは り 「時間が

かか って も、 最 も大切 な実験 に全 力 をあげ るべ き

で あ り、余分 な仕事 をす る くらいな ら、遊 んで い

た方 が良 い」 と答 え ました。 これ は、 「何 か重要

な発見 が あった時 には、 まっ先 にそれが 間違 いの

な い実験結果(再 現性があ ること)で あ り、 かつ、

実験のartifactでないことを先ず確かめる。その上で、

それ が どのよ うな事実 を反映 して いるか を明解 に

す るため、次 に、最適 な実験 をお こな うべ きだ」

とい う科学 者 と しての経験 に裏打 ちされた智慧 で

した。 土台 が しっか りと固まって いない うちに、

傍 証を積み重 ねた り、 結論 が出な い曖昧な実験 を

す る と、か えって 間違 った結 論 を導 くことにな り

かね な いか らです。今 考 える と、私 は、見栄 や体

裁からくる焦 りのために安直な論文作成にこだわ り、

重要な視点 を危 うく見逃す ところで した。

皆 さんは、CastleofCardsと い う言葉 を御存

知 で しょうか。 砂 上の楼 閣 と同 じよ うな意 味で、

トランプカー ドでどんな立派な城を築 いたところで、

土台 が ぐ らつ いた り、風 が吹 いた りした ら、一瞬

の うち にす べてが 水泡 に帰 して しまうとい う例 え

です。 しかも、危 うい トランプの城 を作 るの にも、

実 は、多 くの時間 と労力、 さらには、相 当の資金

を注 ぎ込 む ことにな り、損 失は極 めて甚 大な もの

となるで しょう。 単純な ことです が、 この 「土台

作 りの大切 さ」は 、実は、 何 ごとに もあては まる

の ではな いか と私 は感 じてお ります。そ れゆ え、

これ か ら医学教育 を うける皆 さん に も大 い に意識

してほ しい言葉で あ ると考 え ます。 将来 の 目標 を

しっか りと見据 えなが ら、真摯な 医学 生 として学

業 に励む、 そのた め には、 先ず、 科学す る心 を大

き く育て てほ しい と期待 してお ります。 同時 に、

人 間的 にも、 しっか りと した大 きな土台 を築 いて

ほ しいと願 ってお ります。

}
}
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看護学科の新入生を迎えて

新入生の皆さん、入学おめで とうございます。

心からお祝いを申し上げます。医学科や看護学科

の由緒正 しい先生方 とは違い、私はどこかの馬の

骨であ りまして、学年担当とは烏濡の限 りであり

ますが、できるだけ皆さんの良き理解者であるよ

う努めるつもりです。

当学科は、今春初めての卒業生を送 り出したば

か りの若い学科です。幸い第一回生全員が、看護

婦(士)(以 下 「看護師」 と呼びます)の 国家試

験 に合格 したことは、真に喜ば しいことです。皆

さんは第5回 生として 「選ばれた」人達です。 「選

ばれた」 という意味は、医療や保健衛生等の分野

で多くの人々の健康と福祉に貢献する意志を有し、

そのための知識 と技術を習得する資質があると認

められた、という事であるかと思います。

皆さんは、あるいは時 として大学の内外で医学

生と比較されることがあるかも知れません。医学

科の新入生もまた国民の健康の維持増進 に貢献す

ることを前提に 「選ばれた」のです。医師は社会

的地位が高く、多くの人々に大いに尊敬されてい

ます。それは単に難しい医師国家試験を通ったか

らというだけでなく、医の倫理に則 り、常に勉学

を続け、研究を重ね、その成果を患者のために役

立てようと心を砕 いている事で これほどの尊敬 を

集めているのです。そのうえ、医療に携わる者は、

より高い倫理観 を有することを社会か ら求め られ

ています。 しかし、真の意味でそれを実践するの

はなかなかに難しいことなのかもしれません。

看護師もまた社会的にもっと高い評価 を受けて

然るべきかと思います。私は、持病を有 してお り、

医学 ・医療の恩恵を最大限に享受している身ですが、

医療の中で看護師の果たす役割の大きさを実感 し

てお ります。医療が急速に高度化 し、さらには高

齢化社会を迎えつつある現在、高度な知識と技術

を有する看護職の重要性は一層増してきています。

今後 これまで以上に看護師の社会的評価が高まる

か否かは、ひとえに各地に新設 された看護系大学

の教職員や卒業生 ・学生の努力次第であろうか と

思われます。看護学科に入学された皆さんは、 自

看護学科第1学年担当 石 川0志

ら選んだ道に対する自覚と誇 りを持って学生生活

を送って頂きたいと思います。医学生 と役割は異

な りますが、同じ医療の道を志 し共に勉学する仲

間です。将来は同 じ職場で働 くことになるかもし

れません。お互いを尊重 し、助け合ってほしいと

思います。

人間、 しかも主に弱者を対象とする職業である

看護師には、人間や社会の諸々の事象に関する幅

広い知識と教養が求められます。立花 隆が 「知

的亡国論」(文芸春秋、`97.9)で 既に鋭く指摘して

いるように、現在の日本の教育課程ではリベラル ・

アーツ(一 般教養)を 修得する機会が狭められ、

「知」の水準が低下 してきており、それが創造性

にまで影響を及ぼ してきているようです。ここで

このことを詳しく述べる余裕はあ りませんが、皆

さんは、看護職のスペシャリス トになることは も

ちろんの こと、一生涯 をかけて、広 く深い教養を

身につけたゼネラリス トを目指 してほしいと思い

ます。同時に、現在人類が到達した人間に関する 「最

良の考え方」 に対する感受性 も磨いてほしいと思

います。人命の尊厳を認識 し、他人の人権を尊重

することは、本来、 この社会において 自分の存在

を保障することであるはずです。

自分の ことを棚に上げて柄にもない事を書きま

した。先日の宿泊研修で、皆さんがかなり個性的で、

あふれるエネルギーの持ち主であることを知 り、

好ましくもまた頼 もしくも感 じました。個性を大

切にしながら二度 とない青春を謳歌 し、充実 した

学生生活を送って頂きたいと思います。最後に、 「味

いちもんめ」(安 部善太作 ・倉田よしみ画、講談社、

原典は?)に 登場する 「ぼんさん」の言葉を引用

して、新入生の皆さんへのエールと致 します。

強いられて勉めるは勉強なり。学んで後に疑 い

あり。疑って問う、これ即ち学問なり。

若くして学べば壮にして為す。壮にして学べば

老にして衰えず。
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平成12年 度医学科入学者名簿

氏 名

浅野口 晃

荒 明 由利子

荒 川 欣 治

泉 健太郎

今 井 利 美

岩 佐 翼

魚 嶋 晴 紀

梅 村 真知 ∫

及 川 沙耶佳

大 澤 高 陽

岡 村 国 茂

小 野 仁

加 藤 友 美

河 本 徹

北 村 類

小 泉 明 希

越 坂 純 也

小 杉 瑞 葉

沢 本 徹

下 岡 良 典

庄 司 康 寛

鈴 木 映未由

外 崎 登 ・

高 木 美 沙

氏 名

田 中 亮 介

⊥ 屋 映 美

寺 田 祥 子

長 尾 知 行

永 島 優 樹

巾 田 麻 子

二 井 光 麿

西 野 奈 緒

野 田 慶 太

服 部 素 子

早 坂 格

深 堀 晋

暮地本 宙 己

増 田 智 広

松 尾 彩

松 坂 俊

松 本 哲

三 浦 紗智子

湊 敬 廣

向井原 健 太

望 月 宏 樹

門 司 恵 介

矢 野 洋 之

山 本 浩 之

氏 名

阿 部 二 郎

荒 井 義 和

石羽澤 明 弘

石 來 一 彦

岩 城 憲 子

上 田 寛 人

内 田 暁 彦

江 頭 佑 美

大久保 祐 樹

岡 野 聡 美

岡 村 直 香

折 本 亮 介

金 谷 穣

岸 真 衣

久 保 寛

河 野 鉄 平

小 島 清 登

齋 藤 憲

塩 出 義 彰

庄 司 広 和

杉 山 隆 治

鈴 木 裕 了

高 木 清 考

寳 川 健 平

翫 幽 乱{堀 蜘 矧 、楓.冒.冒.w.〕.〕 一〕.w一 冒 、,w.

氏 名

谷 澤 和 之

妻 木 菜 摘

永 井 美 子

中 川 正 敏

仲 田 朗 子

長 間 将 樹

西 岡 成 知

野 島 陽 一

野 田 剛

花 香 真 宣

原 由 佳

藤 井 瑞 恵

堀 内 一・ 宏

桝 谷 将 偉

松 岡 里 湖

松 見 文 晶

松 森 友 昭

三 上 優

峰 麻理了

村 越 康 紀

盛 永 裕 太

矢 野 絢 子

山 口 卓

重
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知
一

剛

宣

佳

恵

宏

偉

湖

晶

昭

優

了

紀

太

子

卓理和菜美正朗将成陽真由瑞一将里文友麻康裕絢

澤

木

井

川

田

間

岡

島

田

香

井

内

谷

岡

見

森

上

越

永

野

口

氏

谷

妻

永

中

仲

長

西

野

野

花

原

藤

堀

桝

松

松

松

三

峰

村

盛

矢

山

簿名者学入科学
名氏

郎

和

弘

彦

子

人

彦

美

樹

美

香

介

穣

衣

寛
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了
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平.一義明一憲寛暁佑祐聡直亮真鉄清義広隆裕清健部井澤來城田田頭保野村本谷保野島藤出司山木木川羽久阿荒石石岩上内江大岡岡折金岸久河小齋塩庄杉鈴高寳

医度年21成
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美

子
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子
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之智亮映祥知優麻光奈慶素宙智紗敬健宏恵洋浩中屋田尾島田井野田部坂堀本田尾坂本浦原月司野本地井田⊥寺長永巾.一西野服早深暮増松松松.二湊向望門矢山
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名 氏 名

旨山 亜 実 樋
]絵 美

木 愛 美 樋 口 智 子

lll出 佳1舟 迫 真 希

井 絢 ∫ 松 浦 実 紀

野 祥r 松 村 知 佳

村 綾 三 浦 絵 美

川 志 穂 南 裕美f

脇 かお り 宮 原 さゆり

本 歩 … 村 ヒ 幸 代

尻 直 美 森 内 千 鶴

原 朱 生:森 崎 梨 江

川 郁 子 柳 田 真 己

川 亜希 ∫ III腰 さ や 香

蔭 朋 美 山 下 愛

川 由 枝 渡 邊 有 紀

一

次編入学者名簿

名 氏 名

山 友 衣 山 添 佳 那

さお り

内 美 和

成12年 度看護学科

名

谷

氏

高

但

殿

永

中

中

西

西

根

野

野

長

林

円

東

平成
丁 氏

紀

弥

美

子

子

史

美

里

晃

円

代

沙

子

恵

舞

里

希

友

好

裕

友

絢

貴

裕

絵

栄

智

千

亜

一

藤

坂

林

野

藤

藤

ド

木

藤

内

水

原

石

橋

敷

々

屋

L
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坂

佐

佐

嶋
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大
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平成12年 度看護学科第3年

名 氏 名 氏
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新入生を亟 重=二]

医学科第6学 年 上 村 恵 一

新入生のみなさん、入学おめでと

うございます。今は、不安や緊張

の毎 日で大変だと思います。それ

は誰 しも持っているものだ し、今

思い描いている自分の大学生活は

大切なものだと思います。

っている医師です。豊富な知識は、みなさんの大

きな好奇心が獲得 しうるものでしょう。 しかし、

豊かな人間性は他か ら学べるもので しょうか。6

年間の多 くの人 との触れ合いの中で獲得されてい

くべきものだろうと思います。そのために、多く

の友人と語 り合い、多 くの先輩 と語 り、多 くの先

生方 と語 り合 う中での人との触れ合いを通 して、

豊かな人間性を身につけてほしいと思います。

5年 生になると病棟実習が始 まります。必ず患

者さんとコミュニケーションをとることになります。

患者さんに安心してもらえる医師は、良好な患者
一医師関係を構築できるものと思います

。そ うい

ったコミュニケーション能力において最 も良く反

映されるのは日頃の多 くの人との触れ合いです。

6年 間では、試験もクラブもバイ トも、 どこに

行っても人とのつなが りがあります。 自分か ら積

極的に人 と触れ合 い、多くの人間関係をつくり、

何で も相談できる友人を作って トさい。自分が苦

しい立場に立 ったとき初めて、人とのつなが りが

どんなに大切かを痛感 します。 どうぞ充実 した6

年間を過ごして下 さい。

{

入学 したばか りの自分は6年 間の大学生活をど

うすごすのか考えていました。みなさんも解剖実

習があって、細菌実習があって、ポリクリに行っ

てなどといろんな医学部にしかない特徴的なカリ

キュラムを思い描いていると思います。 しか し、

今最も大切だと思 うのが、人との触れ合いだと思

います。実習班での協調性、 クラブ活動での先輩

との付き合い、同期の間での親睦な どです。6年

間で得る医学知識よりも遥かに大事なことは、人

との触れ合いだと思 うのです。今、社会が求めて

いる医師像は豊富な知識と豊かな人間性を併せ持 i

一 一=========7一

L

戯 噺 入生を迎えて

看護学科第4学年 遠 藤 伸 子

新入生の皆さん、御入学おめで

とうございます。受験生という立

場か らようや く解放され、 これか

ら始まる新 しい生活に期待や不安

でいっぱいになっていることと思

います。

私が2期 生 として この旭川医大の看護学科に入

学したのは、今からもう3年 前のことにな ります。

「看護婦にな りたい」という漠然 とした思いか ら

選んだ この道ですが、1年 が過ぎ2年 が過ぎて遠

かった夢が手の届 く現実になるにつれ、 自分の将

来 に迷いや不安を覚えることもありました。試験

や実習の辛 さに何 もかも投げ出してしまいたくな

ることもありました。それでも逃げず に乗 り越え

て こられたのは、同じ悩みを分かちあい励ましあ

える仲間がいたか らだと思います。 これか らの4

年間 ・6年 間苦楽を共にする仲間との出会いを是

一7一

非大切にして下さい。

また、有意義な学生生活を送るためには勉強も

もちろんですが、部活動やアルバイ トなどを通 し

て 自分の世界を広げることも大切だ と思います。

人と接する職業に就 く人間にとって無駄な知識 ・

経験はあ りません。何事にも積極的に取 り組んで

みて下さい。 きっと何か得 られるものがあるはず

です。

そ して、短 い青春時代ですか ら思いき り遊び楽

しんで下さい。休暇を利用して旅行に行くのもよし、

授業の合い問に ドライブに行 くのもよし、時には

徹夜で飲んで酔 いが醒めないまま授業をうけるこ

とがあってもいいと思 います。無意味に思えるよ

うな時間のなかにも学ぶべきことはた くさんあり

ます。授業 ・試験 ・実習と、勉強は決 してラクで

はあ りませんが、 自分次第で楽 しい学生生活を送

ることは十分可能です。大学生として、医学生 ・

看護学生として、充実した日々を過ごして下さい。

最後に、看護学科は今年開設5年 目を迎えました。

3月 に卒業 された1期 生が試行錯誤 しなが ら築き

あげた歴史を土台に、新 しい伝統 を創るべ く共 に

努力していきましょう。



'外遡人留攣生
一覧

平成12年12月1日 現在の本学在籍の外国人留学

生は、大学院学生7名 、研究生3名 、学部学生5

名の合計15名 です。

15名 の方々は一覧のとお りですが、挨拶を交わすな

ど簡単なことから交流を深めてゆきたいものです。

(学生課)

氏 名 通 称 性別 国 籍 種 別 期 間 所 属
SHARIFA.DINARA

シ ャ リ フ ァ,デ ィナ ラ デ ィナ ラ 女

女

バングラデシュ
大学院

第4学 年
1997.4.1^-

2001.3.31 産婦人科学講座

馬 紅
マ ー ホ ン

マ ー

　

中 国
大学院

第4学 年
1997.4.]^-

2001.3.31 薬 理 学 講 座

肖 春 陽
シ ャ オ チ ュ ンヤ ン シ ョ ウ 男 中 国

大学院
第4学 年

1997.4.1

2001.3.31 薬 理 学 講 座
一一".一 幽.

播 伯 臣
パ ン ボー チ ェ ン パ ン 男 巾 国

大学院
第2学 年

一一

1999.4.1^-

2003.3.31 産婦人科学講座

高 弼 虎
ガ オ ビ フ ー

ガ オ 男 中 国

配 国

大学院
第2学 年

1999.4.1^一
`LUU3

.3.31

嘘罰

生理学第一講座

辛 夙
シン フ ツ ン

シ ン 男
大学院

第2学 年
iyyy.4.i

2UU3.3.31 整形外科学講座

BALJINNYAM,ERDENECHIMEG
パ ル ジ ンニ ャ ム,エ ル ヂ ネチ メ グ

エルデネ 女 モ ン ゴ ル 大学院
第1学 年

一

團一
2000.4.1^-

2004.3.31 内科学第 ・講座

趙 亜 薇
チ ョウ ヤ ー ウ イ チ ョ ウ 女 中 国 研 究 生

1999.10.1^一
`LOO1

.3.31
産婦人科学講座

モ 暁 芳
ワ ン シ ャオ フ ァ ン

ワ ン 女

女

中 国 研 究 生
2000.1.1^-

2001.3.31 産婦人科学講座

王 国 朋
ワ ン グ オ リ

ワ ン 中 国 研 究 生
LOOO.10.1^-

2002.3.31 生化学第二講座

AZilRAWATIMD.ALWI

ア ズ ラ ワ テ ィ モ ハ マ ッ ド ア ル ワ ィ
アズラワティ 女 マ レイ シ ア

医学科
第6学 年

1994.4.1^-

2001.3.31一
SYAMSULBINMUHAMMED
シャ ム ス ル ム ハ マ ド

シャムスル 男 マ レイ シ ア
医学科

第6学 年
1994.4.1～

2001.3.31

AZAHARULDINBINABUtJI.1.AH

ア ザ ハ ル ル デ ィ ン ア ブ ド ゥー ラ アザハル 男 マ レイ シ ア
医学科

第4学 年
1997.4.1^-

2003.3.31
一一 一

HAIRULANUARBINAMIR
ハ イ ル ル ア ヌ アル ア ミル

ハイルル 男 マ レイ シ ア 医学科
第3学 年

iyys.4.i

2004.3.31一一
KHALILATIBART"/.AH

ハ リ ラ テ ィー バ リザ ー
エ ラ ー 女 マ レイ シ ア

医学科
第2学 年

一一 ゴ
1999.4.1^-

2005.3.31

[=====一 一==========　 一一
一一================丁 一一一一一一一「

平成12年 度 大学院入学者名簿
平 成12年 度 博 士 課 程 入 学 者 名 簿 平成12年 度修 士 課 程 入 学 者 名 簿

一

男

裕
一

一

寛

勲

隆

敏

寛

敏

郎
一

勲
一

郎

明

夫

明

明

裕

裕

管

進

眞

文
晃

晃
鰍
眞

眞
漱
保
丈
保

保

講

川

後

西

崎

野

首

田

野

田

池

西

野

西

池

渕

野

渕

渕

後

後}石高北葛岩牧牛吉塩吉菊葛牧葛菊原松原原高高

攻専

難

難
糠
糠繍
糠
雛

難
灘幣

器
器
繍
繍
繍
灘
繍
鴇
欝
鴇
蝸

名氏

無
蜥

難
彫
修

翫
聡

繋
舞

鷺
地

村

藤

田

手

山

関

田

山

藤

斐

澤

望

藤

田

無

田

谷

澤

山

村

泉
…の上伊吉柏高石山栗斉甲井本斉山鼎石槌野片稲小…

氏 名

子

子

子

子

子

月

代

子
子

み

理

了

泉

利

美

美

と

真

貴

笑

佳

典

五

貴

康

秀

ひ

友

哲

玉

田
本

口
室

端

澤

岡
橋

村

口

田
本

児

澤

橋

山

高

田
中

平

石

川

谷

松

松

専 門 分 野

看 護 管 理 学

看 護 管 理 学

看 護 管 理 学

看 護 管 理 学

母 了看 護 学

母 子 看 護 学

母 子 看 護 学

母 子 看 護 学

地 域 ・環 境 看 護 学

地 域 ・環 境 看 護 学

地 域 ・環 境 看 護 学

地 域 ・環 境 看 護 学

地 域 ・環 境 看 護 学

一8一



LlL-L

翼

}
d翼

}
㍉
『
そ

,璽

}
専

戸蓮

/翼

、ノ真

平成12年 度医学科第2年 次後期編
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打 出 葉f

奥 村 貴 史

奈 田 利 恵

鈴 木 達 也

中 島 範 ∫
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新入生研修実施される

平成12年 度新入生研修が、医学科は4月17

日(月)・18日(火)の両日、看護学科は4月20日(木)
～21(金)の1泊2日 で実施されました。

医学科は、新 入生を11～12名 のグループに

分け、1グ ループに先輩を含む3名 の教官が

指導 にあた り、 自己紹 介についで学生生活 全

般にわた り助 言並びに懇談が行われました。

また、看護学科は、2日 間にわた り合宿研

修が美瑛 町大雪山白金観光ホテル において実

施 され、今後の学習への取 り組み 方、人との

関わりについて指導 ・助言などがあり、また、

交流会では、新入生間 ・新入生と教官間の親

睦を深めました。(学 生課)一
衛生学講座助手 伊 藤 俊 弘

衛牛学講座は予防医学を専門領域とし、我々

人間が病気にならずに健康 に生きる術を研究

し教育 ・啓蒙することを使命としています。

授業で行う衛生学の系統講義と実習の他に、

国家試験の必須科日であるために卒業間近に

特別講義も組まれる予定です。最近、医師の

間で話題となっている産業医の養成を行 うの

も衛生学講座の役割です。2000年1月1日 よ

り吉田貴彦教授が赴任して以来、松井利仁講師、

伊藤俊弘助手および澤山陽子事務官とともに

新しい教室作 りを行って参 りましたが、4月

1日 には巾木良彦先生が新たに助手として加

わり、講座は現在非常に活気が溢れております。

衛生学の研究テーマは、主として環境に存在

する化学物質、物理エネルギー、生物学的要因、

社会的要因な どによって引き起 こされる健康

障害の解明で、それ らの発生を予防する方策

について取 り組んでいます。また、社会医学

としての役割 も重要なことか ら、研究室の実

験 に加えて国内外でのフィール ド調査や疫学

的研究な ど活動の場は広く、社会のニーズに

合わせた研究 を行って成果を社会に還元でき

るよう心掛けています。私たちの教室では、

砒素などの金属や環境ホルモンなどの環境汚

染物質による免疫機構や中枢神経系への影響、

騒音など物理 ・社会的要因などによる生体影

響について研究 しています。

羅

一9一

一







平藺2年 震の糞な行寮

4月7日

4月17日 ・18日

4月20日 ～21日

6月16日 ～18日

9月6日

9月20目

11月5日

3月23日

入学式

医学科新入生研修

看護学科新入生研修

医大祭

体育大会

解剖体慰霊式

本学記念日

学位記授与式(学生課)

.イ 墜
講嚇触 嬬

嚢施される
蟹 鷹h

8月25日(金)外 国人留学生夏季オリエン

テーション及び交流会が実施され、在籍留学

生14人 中11人 とその家族6人 及び教職員が参

加 しました。

人雪窯では全員が体験陶芸教室に参加 して

花瓶や灰皿、茶碗など思いお もいの作品に挑

戦し、つま揚子で描いた自分の画にご満悦の

留学生が大勢お りました。

紙遊館では、開拓期のくらし、発展期のく

らし、さらに今目のくらしと時系列に沿った

展示等に皆興味深く見入っていました。

(学生課)

嬢禰
北瀧響響蟹熔

㈱ 認
東日本屠科学生総合体育大会

成 表

、 '㌦
～ 順 位、 一玉

一一一一七
_㌔ 一

種 目 、 、__
優 勝

学院大

準優勝 旭川医大

、 一一一一一一

種,、 ～_弊 、
優 勝 準優勝 旭川医大

陸 上 競 技
男 慶応大 山形大 i

陸 上 競 技
身 専修短大 /

女 筑波大 東京女子医大 i女 旭教大 北 大 ベス ト8
準硬 式野球 弘前大 新潟大

函教大 札医大 /!

テ ニ ス
男 千葉大 筑波大 /準硬 式野球

一 一 一

ソ フ トテ ニ ス
男 道工大 学院大 / 女 群馬大 信州大

東北大 一'

_.一 一'"

女 名寄短大 樽商大 //
ソ フ トテ ニ ス

男
女

『

新潟大
北海道大

第4位

バスケットボール
男 学院大 北海学園 信州大

女

男

札教大 旭教大 / 卓 球
男 山梨医大 秋田大 ペ スト8

一

バ レー ボ ー ル
旭教大 旭川医大 準優勝 女 秋田大 北里大 /'

バ レー ボ ー ル 男女 旭川医大
皿 冒

群馬大
北海道大π 一

新潟大
優 勝女 旭教大 旭川大

学院大
」

/サ ッ カ ー 道都大
バ ドミ ン トン

男
女

弘前大一
新潟大

東京大 ノ/
室工大 北海学園 ーノ 筑波大 第3位卓 球一一一

バ ドミ ン トン
男 苫駒澤大 北海学園 _一 一'.-一 一 サ ッ カ ー 新潟大 東京医科 /
女 苫駒澤大 岩教大 _一 一一

//
,"

.-一一一ノ

バスケットボール
男
女

順天堂大一一
福島県立医大

山形大 一一
杏林人

ペス ト8

剣 道
男 函館大 道東海旭

一 一一

'""`一

女 函教大 苫駒澤大 /r 柔 道 自治医大 新潟大
,1

-1

弓 道
男 学院大 北 大 /

ペス ト8

剣 道 北海道大 昭和大
昭和大

!◇
/弓 道 東北大女 樽商大 酪農学園

空 手 道 男 防衛医大
慶応大

自治医大一
聖マリアン医大

〆/1

ハ ン ドボ ー ル 道都大 函教大
〆

.,//

水 泳
男 /'

総 合
男

一一
学院大 道都大 第9位 女 福島県立医大 慶応大 /!

女 旭教大 北 人 第11位
ゴ ル フ

男
女

日本医大 慶応大
一一一

(個人)陸 上競技 男子800m2位 佐々木祐介

女子100m優 勝 石川 千里

女子200m2位 石川 千里

女子800m5位 竹原 彩

一
旭川医大 信州大 優 勝

ハ ン ドボ ー ル 自治医人 山梨医大 /

ラ グ ビ ー 弘前大・自治医大 /イ
第10位総 合 順 位 新潟大

一
慶応大

女子部門順位 福島県立医大 群馬大一一 一第8位 一

女子円盤投6位 橋本さつき(個 人)ゴ ルフ 女子個人 優勝 松尾 彩(1年)

女子や り投4位 西岡亜希子 女子個人4位 佐藤 昇子(4年)

一1a一



採

転

昇

川

出

任

配 置 換

昇 任

教官の異動

解 剖 学 第 「

細 菌 学

小 児 科 学

外 科 学 第 ・

精 神科神経科

外 科 学 第 ・

臨 床 看 護 学

精神科 神経科

医 療 情 報 部

生 化 学 第 ・

手 術 部

1'1.4.1Ei臨 床検査 医学

12.5.手 術 部

12.5.16生 イヒ,f.第 一

12.6.第 一 外 科

12.6.30Q艮 不斗

12.7.耳 鼻 咽 喉 科

12,8.生 化 学 第 二

12.9.病 理 学 第 ・

12.9.30第=.i人 】f斗

12」0.1解 剖 学 第=

第 三 内 科

12.10。31内 科 学 第 一一

12.11.微 生 物 学

内 科 学 第 ・

〃 外 科 学 第 一

〃 〃

12.11」6小 児 科 学

12.12.1法 医 学

"第 ・内 科

12.12.16内 科 学 第 二

"第 「 内 科

助教授

講 師

教 授

助教授

授

師

授

授

授

教

教

〃

教

講

助

教

助

師

授

師

講

教

講

〃

松嶋 少二

東 匡伸

奥野 晃正

稲葉 雅史

吉出 幸宏

八柳 英治

伊藤 幸子

布村 明彦

山上 浩志

亀 ト 勇

中島 進

伊藤 喜久

平田 哲

力「1藤岡lj,〔Lミ

lll崎 弘資

門 正則

ノ」、ネ木 「畳∫[迦

大保 貴嗣

柳沼 裕二

横田 欽一

渡部 剛

奥村 利勝

羽根田 俊

若宮 仲隆

長谷部直幸

稲葉 雅史

八柳 英治

藤枝 憲 二

清水 恵r

,ll季寸祐 一良「i

斉藤 裕輔

鳥本 悦宏

睡 璽霊式皿-
平成12年 度解 剖体慰霊 式が9月20日(水)午

後1時30分 か ら本学体 育館 にお いて執 り行わ$1

ました。

本年 度の対 象御遺 体は 、系統 解 剖33名 、病 埋

解剖46名 、法医解剖104名 で、慰霊式においては、

諸霊 の御霊 に対 しご冥 福をお祈 りす るため黙 とう

が行われ、 引き続 き久保学長 と学 生代 表(医 学科

第3学 年松 川知倫)か ら追悼 の辞 が述べ られ ま し

た,,

そ の後、御遺族 と御 来賓 の方 々及び教職 員、学

生の代表 か ら献花が捧げ られ、 亡 くな られ た方 々

の御遺徳 を偲 びご冥福 を祈念 しま した。

(庶務課)

饗.覇

轟1嘘
㍉噸

誉1'

i

ノPl蝿 鱒 潔 珊

か ・隔

命 鮎

膨 、

一]3一



忽 脅

巾 村 公 英

環境破壊と種の絶滅

最近、環境 破壊 に関す る新 聞、雑誌 の記事 やテ

レビ番組 を 目にす る機 会が 多 くな って いる。 南米

や東 南ア ジアの熱帯雨林が木 材の輸出や焼 き畑農

業な どのた め、年 平均1291万haず つ消失 し、そ

のため 大気 中の 二酸化炭 素処 理能 力が低 ドし、ひ

いては地球温暖 化や酸性 雨が 問題 とな っている。

しか し、 問題 はそれだ けで はな く熱帯林 の消失 に

ともな い、そ こに生息す る動植物 の種が年 に0.16

～0 .32%ず つ減 少 して いる とr測 され、 これ は熱

帯林か ら毎H少 な くとも一種類 以 ヒの動植物 が絶

滅 してい ることにな り、地球 は恐 竜が 大 吊絶 滅 し

た6500万 年 前 をはるか に超 え る生物種 の 大量絶

滅時代 に突 入 している といわれ ている。

恐 竜の絶滅 の原 因は気候変 動説、植物進化 説、

プ ランク トン繁栄説、マ ン トル変動説な どさ まざ

まであるが、最 近では、1唄石衝突説が注Hを 集め

ている。 ノーベル賞を受賞 したアメリカの物理学者、

ル イス ・アルバ レス博士 の 説に よる と、6500万

年前、北ア メリカのユ カタン半島 に直径20キ ロ メ

ー トル以 トと推定 され る巨大 唄石が秒速数十 キ ロ

メー トルの超高速 で衝突 し、 そのエ ネルギ ーは地

球 上の 全核 兵器 の一万倍以Lの 威力で あ り、 想像

を絶す るよ うな 大地 震、爆風 、大火災、大津 波が

生 じた と推測 されて いる。 しか し、最近の研究で

は恐竜達 が阻石 衝突 によ り瞬 時に絶滅 したのでは

な く、そ の後に生 じた酸性 雨、 オゾ ン層の破壊、

酸 化炭 素増加 によ る温暖化 、熱帯雨林の破壊な

どによ り、数十 万年 にわた る全地球 的な環境破壊

によ り絶滅 した と考 える学者が 多い。

中世代 の環境 に最 も順応 していた恐 竜はいわば

外的な要 因によ る環境破壊 によ り絶滅 したが、現

在の地球環境 に最 も適応 して いるのは、他な らぬ

われわれ 人類であ る。 限石衝突 後に地球 に起 こっ

た ことは、形 を変えて現在 も起 こって いる。大気

汚染 による酸性 雨、 フロンガスによるオゾ ン層の

破壊、熱帯 雨林 の破壊 による「酸化 炭素増加、そ

れによる温暖化など恐竜時代に起 こった環境異変は、

現在ではす べてわれわれ 白 らが引き起 こして いる

ことで もある。 また、 これ らの環境 破壊は恐 竜絶

滅時と違いわずか100年 以内に行われた ことであり、

すで に人類以 外の生物種 の急速 な絶 滅が起 こ りつ

つ ある。 石 弘 之氏は環境 問題 の解 決策 を 君 で

集約す る と 「人類の活動が地球 の もつ環境容量 を

超 えて しまった ところか ら環境 の破 綻がは じまっ

たので あ り、 その活動 を容量以 内に押 さえ こむ こ

と しかな い。」 と述べて いる。 また、 フランスの

占生物学 者キ ュビエ(1769～1832)は 「入間は

この地球Lに ほんの ・時、 生きる ことを許 された

だ けの存 在であ る」 と述べて いる。現 在の 入類 ・

人 ・人が、心 しておかなければな らない言葉である。
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【お詫び】

広報 誌 「か ぐらおか」 の発行 の遅れ につ いて

広報誌 「か ぐらおか」 は、例年、年4回(6月 、

9月 、12月 、3月)の 発行 を継 続 してお りま し

たが、 今回、 このよ うな時期 に発行せ ざるを得 な

か った ことにつ いて は、原 稿執筆者は、 もちろん

の こと関係 の皆様 に広 報誌編 集小委 員会委 員長 と

して衷心 よ りお詫 び申 し上げ ます。

発行が遅れ ま した理 由については、 諸般 の事情

によるものと申 し上げる ことしか ございませんが、

この点 をご推察 いただき、今後 は、 このよ うな こ

とのな いよう努 める所 存であ りますので、何 分の

ご理解 とご容赦をいただきた くお願い申し上げ ます。

広 報誌編 集小委 員会委員長
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